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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成15 年 5 月 26 日の決算発表時に公表した平成16 年 3 月期（平成
15 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ
いたします。 
 

記 
 
１．平成 16 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 15 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 15 年５月 26 日発表） 

１４，５００ ２００ １２０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １４，５００ １１５ ５１０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― △８５ ３９０ 

増 減 率            （％） ― △４２．５ ３２５．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成 14 年９月期） 

１３，３５６ １２１ ５１８ 

 
２．平成 16 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 15 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 15 年５月 26 日発表） 

２１，５００ ４００ ２００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２２，９００ ２５０ １，０００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，４００ △１５０ ８００ 

増 減 率            （％） ６．５ △３７．５ ４００．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成 14 年９月期） 

２９，０７０ ８２ △１，９９５ 

 



３．平成 16 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 15 年５月 26 日発表） 

３１，０００ ７００ ４００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３１，０００ ７００ ８５０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― ― ４５０ 

増 減 率            （％） ― ― １１２．５ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年３月期） 

２６，８５３ ４０３ △５８８ 

 
４．平成 16 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 15 年５月 26 日発表） 

４３，５００ ９００ ５００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４３，５００ ８００ １，３００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － △１００ ８００ 

増 減 率            （％） － △１１．１ １６０．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年３月期） 

５２，０１０ ４６５ △２，９７４ 

 

５．当中間期業績予想および通期業績予想修正の理由 

①個別業績 

中間期につきましては、急激な円高の影響による為替差損が発生し、経常利益は期初の予想を下ま

わる見込みです。 

しかし、厚生年金基金を解散しましたので、それに伴なう退職給付引当金の取崩による特別利益を

計上し、当期利益は、期初の予想を大きく上まわる見込みであります。 

通期につきましては、徹底したコストダウンの推進と固定費圧縮などの収益力の改善に努め、また

子会社との合併効果もあり、経常利益については期初の予想を達成する見込みです。当期利益につき

ましては、中間期の退職給付引当金の取崩益の計上もあり、期初の予定を大きく上まわる見込みであ

ります。 

②連結業績 

中間期につきましては、個別の業績修正に伴い、経常利益は期初の予想を下まわる見込みです。 

しかし、グループで構成しておりました厚生年金基金を解散しましたので、それに伴う退職給付引

当金の取崩しによる特別利益を計上し、当期利益は期初の予想を大きく上まわる見込みであります。 

通期につきましては、グループ規模で徹底したコスト削減に取り組み、収益の改善に努めておりま



すが、一部海外子会社で急激な円高による影響を受け、経常利益は期初の予想を下まわる見込みです。 

当期利益につきましては、中間期における退職給付引当金の取崩益の計上により、期初の予想を大

きく上まわる見込みであります。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、予

想につきましては様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異

なる場合があります。 

 

以   上   


